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授業概要  

小学校音楽科の目標と内容を理解し、学習指導要領及び評価に関する理解を深める。具体的には、学習指導

要領を中心に講義する。また具体的な学習場面を想定した学習指導案を作成し、グループで模擬授業を行う。

授業後に指導内容及び指導方法について全体で検討し、望ましい小学校音楽の授業について考察する。 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス 

第 2 回 小学校学習指導要領音楽の目標 

第 3 回 小学校学習指導要領音楽の指導内容 表現 

第 4 回 小学校学習指導要領音楽の指導内容 鑑賞 

第 5 回 各学年の目標及び内容  

第 6 回 事例研究 歌唱・音楽づくり 

第 7 回 事例研究 器楽・鑑賞  

第 8 回 学習指導案及び評価について 

第 9 回 学習指導案の作成 グループ活動１ 教材準備 

第10回 学習指導案の作成 グループ活動２ 模擬授業の検討 

第11回 模擬授業及び検討会１ 歌唱 

第12回 模擬授業及び検討会２ 器楽 

第13回 模擬授業及び検討会３ 音楽づくり 

第14回 模擬授業及び検討会４ 鑑賞 

第15回 模擬授業のまとめ 

第16回 筆記試験 
 

到達目標  

小学校音楽科の目標、内容、評価等について、学習指導要領を基に理解する。 

具体的な授業場面を想定した、指導内容の明確な学習指導案を作成する。 

 

履修上の注意  

小学校教諭を目指す学生は、「音楽」を履修することが望ましい。 

遅刻 3 回を欠席 1 回として取り扱う。 

 

予習・復習  

小学校学習指導要領解説（音楽編）を必ず携行し、授業内容の復習をすること。 

学習指導案の作成及び模擬授業準備等、自主的な学習に積極的に取り組むこと。 

 

 

評価方法  

筆記試験 50％、学習指導案の作成、模擬授業の取り組み 30％、受講態度 20％ 

 

 

テキスト  

 文部科学省「小学校学習指導要領解説 音楽編」 

「小学校音楽科の学習指導」小島律子監修 廣済堂あかつき 

 

 
 


